
                           

 

 

             学学学学    長長長長    定定定定    例例例例    記記記記    者者者者    会会会会    見見見見        要要要要    項項項項   

 

 

日  時： 平成２７年９月１５日（火） １１：００～１１：５０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス事務局棟４階） 

 

 

    発表事項   

１． 大学の世界展開力強化事業（中南米等との大学間交流形成支援）への採択につ

いて    

２． 時任静士教授が平成27年度山形県科学技術賞を受賞しました 

３． 山形大学とNASA/MSFC が宇宙最大の爆発現象の解明に向けて研究協力 

４． センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム「フロンティア有機シス

テムイノベーション拠点シンポジウム」・「スマート未来ハウス内覧会」開催

のご案内 

５． 第３回分野横断国際スマート・システム会議「SmaSys 2015」を開催します 

６． 「ドキュメンタリーに見る 現代台湾の光と影 映像は語る」を開催 

７． 第４９回八峰祭開催！ 

８． 地域で活躍する学生サークル紹介～Accel Link 米沢～ 

 

  お知らせ   

１． 平成２８年度山形大学「推薦入試学生募集要項」及び「社会人入試学生募集

要項」を公表します 

２． 地域教育文化学部ホームカミング（資料パネル展示会）を開催します 

３． 科学で東北を盛り上げたい！＠石巻の開催 

４． 平成２７年度山形大学農学部農学紹介講座「農学の夕べ」 

５． 山形大学農場フェスティバルを開催します 

６． 山形大学人文学部ホームカミングデー２０１５を開催します 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２７年１０月８日（木）１１：００～１１：４５ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス事務局棟４階） 



 

 ププププ レ ス 発 表 資 料レ ス 発 表 資 料レ ス 発 表 資 料レ ス 発 表 資 料                 

 

                                                    平成27年9月15日                                

山形大学    

    

文部科学省が平成文部科学省が平成文部科学省が平成文部科学省が平成 27272727年度に募集した「大学の世界展開力強化事業（中南米等との大学間交流形年度に募集した「大学の世界展開力強化事業（中南米等との大学間交流形年度に募集した「大学の世界展開力強化事業（中南米等との大学間交流形年度に募集した「大学の世界展開力強化事業（中南米等との大学間交流形

成支援）に成支援）に成支援）に成支援）に、、、、山形大学が応募した山形大学が応募した山形大学が応募した山形大学が応募した『山 形 ・アンデス諸 国 ダブルトライアングル・プログラム』が採 択『山 形 ・アンデス諸 国 ダブルトライアングル・プログラム』が採 択『山 形 ・アンデス諸 国 ダブルトライアングル・プログラム』が採 択『山 形 ・アンデス諸 国 ダブルトライアングル・プログラム』が採 択

されました。されました。されました。されました。 事業期間は５年間を予定しています。事業期間は５年間を予定しています。事業期間は５年間を予定しています。事業期間は５年間を予定しています。    

 

１ ． 「 大 学 の 世 界 展 開 力 強 化 事 業 」 と は１ ． 「 大 学 の 世 界 展 開 力 強 化 事 業 」 と は１ ． 「 大 学 の 世 界 展 開 力 強 化 事 業 」 と は１ ． 「 大 学 の 世 界 展 開 力 強 化 事 業 」 と は     

グローバル人材の育成と大学教育のグローバル展開力の強化を目指し、日本人学生の海外

留学と外国人学生の戦略的受入を行う国際教育連携の取組を支援することを目的に、文部科

学省が平成23年度から開始した事業です。世界をリードする教育研究拠点形成に係る優れた

取組を重点的に支援する補助金：「大学教育再生戦略推進経費」に位置付く事業です。

（http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/index.htm） 

 平成27年度は、中南米諸国とトルコが対象として募集が行われ、中南米枠には25の大学等

が応募し、うち８大学が選定されました（トルコは９大学が応募し、３大学が採択）。  

 

２ ． 山 形 大 学 の プ ロ グ ラ ム の 概 要２ ． 山 形 大 学 の プ ロ グ ラ ム の 概 要２ ． 山 形 大 学 の プ ロ グ ラ ム の 概 要２ ． 山 形 大 学 の プ ロ グ ラ ム の 概 要     

 ア ン デ ス 諸 国 3カ 国（ ペルー、ボリビア、チリ）の主要６大学と、県内の教育機関（山

形大学、米沢栄養大学、鶴岡工業高等専門学校）との間で、学生の交流を深めながら事業を

展開します。両地域で求められる資源開発と国際プロジェクトの推進に貢献できる有能な人

材、日本と中南米諸国との間でブリッジになりうる国際人材の輩出を目指します。 

（１）山形県内 ３つの教育機関（山形大学、米沢栄養大学、鶴岡工業高等専門学校） 

（２）アンデス諸国 

①ペルー  ４大学 ペルー・カトリカ大学、国立工科大学、国立サンマルコス大学、

ラ・モリーナ国立農業大学 

②ボリビア １大学 サンアンドレス・ボリビア国立大学 

③チリ   １大学 国立タルカ大学 

（３）短期・長期交換留学（日本人学生とアンデス諸国の学生の相互交流：５年間）、 

就職支援などを実施。 

 

３．プログラムの特徴３．プログラムの特徴３．プログラムの特徴３．プログラムの特徴    

山形大学では、人文学部がペルーでナスカの地上絵研究を、工学部でボリビアのリチウム

資源開発研究や人材育成支援を、農学部でチリの環境保全や植生に関する研究を長年にわた

って実施してきました。これらのフィールドを学習・研修の場として活用し、留学生の受入

れに関して各学部（人文学部、工学部、農学部）の学問的特長や資源を活用することで、多

様性の理解と問題解決力を実践型で学び、高いコミュニケーション力と行動力を体得します。 

 

※  プ ロ グ ラ ム 概 要 に つ い て は 別 紙 参 照  

 

本件に関するお問い合わせ 

 教育・学生支援部国際交流課 

担 当：長南・槙 

電 話：023-628-4118 



 

別 紙別 紙別 紙別 紙     

『山 形 ・アンデス諸 国 ダブルトライアングル・プログラム』について『山 形 ・アンデス諸 国 ダブルトライアングル・プログラム』について『山 形 ・アンデス諸 国 ダブルトライアングル・プログラム』について『山 形 ・アンデス諸 国 ダブルトライアングル・プログラム』について    

平成２７年度大学教育再生戦略推進経費：「大学の世界展開力強化事業」平成２７年度大学教育再生戦略推進経費：「大学の世界展開力強化事業」平成２７年度大学教育再生戦略推進経費：「大学の世界展開力強化事業」平成２７年度大学教育再生戦略推進経費：「大学の世界展開力強化事業」    

－中南米等との大学間交流形成支援－－中南米等との大学間交流形成支援－－中南米等との大学間交流形成支援－－中南米等との大学間交流形成支援－    

    

１．１．１．１．目目目目    的的的的    

ペルー、ボリビア、チリの主要大学と、山形大学を中心とした山形県内の教育機関との間

で交流を深めながら事業展開を実施する。両地域で求められる資源開発と国際プロジェクト

の推進に貢献できる有能な人材、ならびに日本と中南米諸国との間でブリッジになりうる国

際人材の輩出を目指す。資源開発や社会開発の手法を習熟し、文化・価値・歴史などの多様

性を的確に理解して、環境保全・産業開発・人間の安全保障のバランスをとれる視点・技能

等を有し、語学力と実行力を備えた人材を養成する。また地元企業が国際社会に進出・展開

する際に、主体的に組織をリードし、マネジメントができる人材を育成する。    

    

２．２．２．２．概概概概    要要要要    

山形大学では、人文学部がペルーでナスカの地上絵研究を、工学部でボリビアのリチウ

ム資源開発研究や人材育成支援を、農学部でチリの環境保全や植生に関する研究を長年にわ

たって実施してきた。本事業は、山形大学のこれまでのアンデス諸国における高い研究と教

育実績・経験を基礎として、山形とアンデス諸国の架け橋となる人材育成を行う。 

山形県内の３つの教育機関（山形大学、米沢栄養大学、鶴岡工業高等専門学校）と、ペル

ーの４大学（ペルー・カトリカ大学、国立工科大学、国立サンマルコス大学、ラ・モリーナ

国立農業大学）、ボリビアの１大学（サンアンドレス・ボリビア国立大学）、チリの１大学

（国立タルカ大学）との間で、短期・長期交換留学（日本人学生とアンデス諸国の学生の相

互交流：５年間）、アンデス諸国と日本における語学教育（日本語とスペイン語）、就職支

援などを実施する。ペルーのカトリカ大学（山形大学のサテライトオフィスが所在）との間

ではダブル・ディグリー制度の構築に向けて協議を開始し、実施を目指す。日本企業に就職

を希望する留学生に対しては、山形大学の高い実績と経験を活かして特に県内企業への就職

を促す。派遣と受入れの規模を拡大するために、奨学金制度の創設・運用を開始する。 

 

３．養成する人材像３．養成する人材像３．養成する人材像３．養成する人材像    

経済・福祉・自然の再生産に関するバランスの取れた人材で、３カ国語（日本語・英語・

スペイン語）の運用能力とコミュニケーション力に長けた人材。行動力とバイタリティに溢

れ、資源開発と国際協力活動に積極的に取り組める人材。リーダーシップを発揮して組織を

まとめて先導し、日本とアンデス諸国のブリッジになりうる人材。相手の文化・価値・技術

・社会を多様性として理解し、プロジェクトを企画・実施・推進できる人材。 

 

４．プログラムの特徴４．プログラムの特徴４．プログラムの特徴４．プログラムの特徴    

アンデス諸国で長年、研究・教育を実施してきたフィールドを、日本人学生の派遣時にそ

のまま学習・研修の場として活用できること（ペルーのナスカにおける地上絵研究、ボリビ

アのウユニにおけるリチウム資源開発研究、チリのタルカにおける植生研究）、ならびに留

学生の受入れに関して各学部（人文学部（山形市）、工学部（米沢市）、農学部（鶴岡市）

の学問的特長や資源を活用することで、多様性の理解と問題解決力を実践型で学び、高いコ

ミュニケーション力と行動力を体得する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ダブル・トライアングル・プロジェクト（ダブル・トライアングル・プロジェクト（ダブル・トライアングル・プロジェクト（ダブル・トライアングル・プロジェクト（DTPDTPDTPDTP）の概念図）の概念図）の概念図）の概念図

育成する国際ブリッジ人材の能力・資質

・経済・自然・福祉の再生産バランスを理解して行動

・スペイン語・英語・日本語に精通

・国際的なネットワークを主体的に構築・発展

・高いコミュニケーション力・行動力と社会貢献意識

・中南米の問題を理解・把握・解決し、地方開発に貢献

アジア・アフリカ・中東地域アジア・アフリカ・中東地域アジア・アフリカ・中東地域アジア・アフリカ・中東地域

へへへへDTPの仕組みを展開・の仕組みを展開・の仕組みを展開・の仕組みを展開・

各国の問題を解決各国の問題を解決各国の問題を解決各国の問題を解決

アンデス３カ国６大学アンデス３カ国６大学アンデス３カ国６大学アンデス３カ国６大学県内２大学・１高専県内２大学・１高専県内２大学・１高専県内２大学・１高専

新しい大学間交流の開発・展開

DTPDTPDTPDTP

❖学生の短期／長期の派遣・受入学生の短期／長期の派遣・受入学生の短期／長期の派遣・受入学生の短期／長期の派遣・受入

（日本人と留学生の混合研修の実施）（日本人と留学生の混合研修の実施）（日本人と留学生の混合研修の実施）（日本人と留学生の混合研修の実施）

❖企業研修・インターンシップの実施

❖単位互換推進とダブルディグリー制度の構築

❖新たな奨学金制度の確立と規模拡大

❖スペイン語・日本語講座の開講

❖日系企業への就職希望者の支援強化 等

ボリビアボリビアボリビアボリビア

産業開発

技術移転

ペルーペルーペルーペルー

文化財保護・

人間安全保障

チリチリチリチリ

環境保全・回復

農学部・鶴岡農学部・鶴岡農学部・鶴岡農学部・鶴岡

高専高専高専高専（鶴岡市）（鶴岡市）（鶴岡市）（鶴岡市）

環境保全・持続

可能な開発・技

術移転

工学部・米沢栄養大学工学部・米沢栄養大学工学部・米沢栄養大学工学部・米沢栄養大学

（米沢市）（米沢市）（米沢市）（米沢市）産業開発・技術

開発・技術経営・保健衛生

人文学部人文学部人文学部人文学部

（山形市）（山形市）（山形市）（山形市）

文化人類学・

国際福祉開発

山形大学山形大学山形大学山形大学

他地域へのプログラム他地域へのプログラム他地域へのプログラム他地域へのプログラム

効果の波及・展開効果の波及・展開効果の波及・展開効果の波及・展開

中南米諸国と日本の問題解決・克服中南米諸国と日本の問題解決・克服中南米諸国と日本の問題解決・克服中南米諸国と日本の問題解決・克服

中南米諸国と日本の問題点中南米諸国と日本の問題点中南米諸国と日本の問題点中南米諸国と日本の問題点

・天然資源開発に伴う環境破壊

・貧困・教育の格差拡大と福祉困窮

・有能な国際プロジェクト推進者の決定的不足

・経済開発・福祉向上・環境保全領域の

学問的分断 など

山形大学

ペルーサテライト

DTP国際人材育成

プログラム事務局

日本日本日本日本

【長期受入】インター

ンシップを義務付け

山形県内の特山形県内の特山形県内の特山形県内の特

徴を理解した徴を理解した徴を理解した徴を理解した

地方創生地方創生地方創生地方創生



アンデス諸国と山形のダブルトライアングル

【ボリビア】

サンアンドレス

国立大学

【チリ】

国立タルカ大学

【ペルー】

ペルーカトリカ大学

国立工科大学

国立サン・マルコス大学

ラ・モリーナ国立農業大学

アンデス主要６大学

▲農学部（鶴岡市）：▲農学部（鶴岡市）：▲農学部（鶴岡市）：▲農学部（鶴岡市）：

チリ・ペルーチリ・ペルーチリ・ペルーチリ・ペルー

・植生研究・植生研究・植生研究・植生研究 １２年１２年１２年１２年
▲人文学部（山形市）：▲人文学部（山形市）：▲人文学部（山形市）：▲人文学部（山形市）：

ペルーペルーペルーペルー

・ナスカ地上絵研究・ナスカ地上絵研究・ナスカ地上絵研究・ナスカ地上絵研究

２５年２５年２５年２５年

・ナスカ研究所の開設・ナスカ研究所の開設・ナスカ研究所の開設・ナスカ研究所の開設

（世界（世界（世界（世界初の地上絵研究）初の地上絵研究）初の地上絵研究）初の地上絵研究）

・頭脳循環・頭脳循環・頭脳循環・頭脳循環PJPJPJPJ

▲工学部（米沢市）：▲工学部（米沢市）：▲工学部（米沢市）：▲工学部（米沢市）：

ボリビアボリビアボリビアボリビア

・教育支援、資源開・教育支援、資源開・教育支援、資源開・教育支援、資源開

発・技術移転の研究発・技術移転の研究発・技術移転の研究発・技術移転の研究

２１年２１年２１年２１年

・国費留学生の受入・国費留学生の受入・国費留学生の受入・国費留学生の受入

（（（（修士１９名修士１９名修士１９名修士１９名））））

▲山形大学全体▲▲山形大学全体▲▲山形大学全体▲▲山形大学全体▲

・サテライトオフィス設置（カトリカ大学）・サテライトオフィス設置（カトリカ大学）・サテライトオフィス設置（カトリカ大学）・サテライトオフィス設置（カトリカ大学）

・アンデス諸国への学生派遣：５０名以上、アンデス諸国から・アンデス諸国への学生派遣：５０名以上、アンデス諸国から・アンデス諸国への学生派遣：５０名以上、アンデス諸国から・アンデス諸国への学生派遣：５０名以上、アンデス諸国からのののの

学生学生学生学生受入：３０名以上（これまでの実績受入：３０名以上（これまでの実績受入：３０名以上（これまでの実績受入：３０名以上（これまでの実績））））

鶴岡高専

米沢栄養大学

◎山形大学◎山形大学◎山形大学◎山形大学

ペルーサテライペルーサテライペルーサテライペルーサテライトトトト



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                  平成２７年９月１５日                 

山 形 大 学 

時任静士教授が平成時任静士教授が平成時任静士教授が平成時任静士教授が平成27272727年度山形県科学技術賞を受賞しました年度山形県科学技術賞を受賞しました年度山形県科学技術賞を受賞しました年度山形県科学技術賞を受賞しました    

本学学術研究院の時任静士（ときとうしずお）教授が平成27年度（第26回）山

形県科学技術賞を受賞しました。この賞は平成2年度から表彰が始まり、本学関係

者の受賞は、平成24年度（第23回）の小山清人理事・副学長（当時）を含む13

人目となります。なお、時任教授は本年4月15日の「平成27年度科学技術分野の

文部科学大臣表彰」に続く受賞です。 

9999月月月月3333日、山形県産業賞委員会事務局（商工労働観光部産業政策課）が日、山形県産業賞委員会事務局（商工労働観光部産業政策課）が日、山形県産業賞委員会事務局（商工労働観光部産業政策課）が日、山形県産業賞委員会事務局（商工労働観光部産業政策課）が「平成「平成「平成「平成27272727

年度山形県産業賞及び山形県科学技術賞受賞の決定について」公表し、本学の時任年度山形県産業賞及び山形県科学技術賞受賞の決定について」公表し、本学の時任年度山形県産業賞及び山形県科学技術賞受賞の決定について」公表し、本学の時任年度山形県産業賞及び山形県科学技術賞受賞の決定について」公表し、本学の時任

静士教授静士教授静士教授静士教授（有機デバイス工学専攻、有機エレクトロニクス研究センター長）（有機デバイス工学専攻、有機エレクトロニクス研究センター長）（有機デバイス工学専攻、有機エレクトロニクス研究センター長）（有機デバイス工学専攻、有機エレクトロニクス研究センター長）が山形が山形が山形が山形

県科学技術賞を受賞しました。県科学技術賞を受賞しました。県科学技術賞を受賞しました。県科学技術賞を受賞しました。    

    受賞にかかる「功績概要書」は別紙（山形県公表資料）のとおりです。受賞にかかる「功績概要書」は別紙（山形県公表資料）のとおりです。受賞にかかる「功績概要書」は別紙（山形県公表資料）のとおりです。受賞にかかる「功績概要書」は別紙（山形県公表資料）のとおりです。    

    

＜時任教授の主な経歴＞ 

昭和62年3月  九州大学大学院総合理工学研究科博士課程修了 工学博士 

 平成21年6月  日本放送協会（NHK）放送技術研究所 部長 

 平成22年8月  山形大学大学院理工学研究科 卓越研究教授 

 平成27年4月  山形大学学術研究院教授（大学院理工学研究科有機デバイス工学専攻） 

         現在に至る 

 平成27年4月  有機エレクトロニクス研究センター センター長 

         現在に至る 

平成27年4月  平成27年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門）

受賞 「印刷型有機薄膜トランジスタの研究」  

 

本学では、時任教授の活躍により、山形県が世界的な有機デバイス研究開発と産本学では、時任教授の活躍により、山形県が世界的な有機デバイス研究開発と産本学では、時任教授の活躍により、山形県が世界的な有機デバイス研究開発と産本学では、時任教授の活躍により、山形県が世界的な有機デバイス研究開発と産

業化・イノベーションの両者を牽引しつづけてゆくものと期待しています。業化・イノベーションの両者を牽引しつづけてゆくものと期待しています。業化・イノベーションの両者を牽引しつづけてゆくものと期待しています。業化・イノベーションの両者を牽引しつづけてゆくものと期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

企画部研究支援課副課長企画部研究支援課副課長企画部研究支援課副課長企画部研究支援課副課長    沼澤沼澤沼澤沼澤    

電話：電話：電話：電話：023023023023----628628628628----4444839839839839    

EEEE----mail:mail:mail:mail:kenkenkenken----chochochocho@jm.kj.yamagata@jm.kj.yamagata@jm.kj.yamagata@jm.kj.yamagata----u.ac.jpu.ac.jpu.ac.jpu.ac.jp     



 

【参考：山形県公表資料より】【参考：山形県公表資料より】【参考：山形県公表資料より】【参考：山形県公表資料より】    

    

１．賞の概要 

目的：本県産業及び科学技術の振興に資するため、県内において産業や科学技 

術の発展に貢献し、その功績顕著な個人又は団体を顕彰する。 

   沿革：「山形県科学技術賞」は、平成2年に産業賞の特別賞として創設され、昨

年度までの受賞者は16名となっている。 

 

２．贈呈式 

  日 時：平成27年11月3日（火）10:30～ 

  場 所：山形県郷土館「文翔館」 

   

 





 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成 ２７ 年 ９月  １５日                 

山 形 大 学 

山形大学とNASA/MSFCが宇宙最大の爆発現象の解明に向けて研究協力 

宇宙最大の爆発現象「ガンマ線バースト」。しかしこの現象がどの様にして起

こるのかは未だに解明されていません。山形大学とNASAのマーシャルスペース

フライトセンター(MSFC)は、その謎を解明するための検出器開発を共同で行うた

め、正式に合意文書を取り交わしました。 

将来的には、開発された検出器の国際宇宙ステーションへの搭載を目指します。 

＜概要＞＜概要＞＜概要＞＜概要＞    

    ガンマ線バーストとは宇宙最大の爆発現象です。発見から50年が過ぎようとして

いますが、その詳細なメカニズムは解明されていません。この解明の大きな鍵を握

るのがガンマ線の偏光観測です。 

本学理学部の郡司修一教授の研究室では、長年にわたりガンマ線の偏光度検出器

の開発を行っており、大きな成果をあげてきました。この度、その成果をさらに加

速するために、NASA/MSFCと共同での検出器開発を正式に開始しました。 

    

＜今後の予定＞＜今後の予定＞＜今後の予定＞＜今後の予定＞    

 今回の正式な合意により、郡司研究室はNASA/MSFCに研究スペースを確保する

ことができました。今後は、郡司教授、中森健之准教授、そして研究室に在籍する

大学院生がこのスペースを活用し、国際宇宙ステーションに搭載するための検出器

開発を行います。 

第一段階として、郡司教授と理工学研究科物理学専攻の老川由馬さんが、

NASA/MSFCで2015年9月３日から7日までデータ収集系の構築に従事しました。 

 

 

 
（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

    山形大学学術研究院 

 教授 郡司修一 

電話 023・628・4555 
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プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料                  

                                

平成27年9月15日                                 

山 形 大 学 

センター・オブ・イノベーション（センター・オブ・イノベーション（センター・オブ・イノベーション（センター・オブ・イノベーション（COICOICOICOI）プログラム）プログラム）プログラム）プログラム    

「フロンティア有機「フロンティア有機「フロンティア有機「フロンティア有機システムイノベーション拠点システムイノベーション拠点システムイノベーション拠点システムイノベーション拠点」」」」シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム・・・・    

「「「「スマート未来ハウススマート未来ハウススマート未来ハウススマート未来ハウス」」」」内覧会開催内覧会開催内覧会開催内覧会開催のご案内のご案内のご案内のご案内    

    

山形大学は、文部科学省と科学技術振興機構(JST)が推進するセンター・オブ・イノベーション

(COI)プログラムにおいて、本年3月、拠点の一つとして採択され、本学が強みを有する有機エレク

トロニクス／有機材料技術をベースに 22社・3研究機関が参画し「未来の心豊かで快適・健康な生

活・社会を実現する」ことを目標として、技術の社会実装を目指した研究開発を進めて参りました。 

今回、拠点採択後初めてのシンポジウムとして、米沢市伝国の杜・置賜文化ホールにて「フロン

ティア有機システムイノベーション拠点」シンポジウムを開催し、最新の研究成果やCOIプログラ

ムで目指す社会に関する発表を行います。是非ご来場下さい。 

また同日午前、先端有機デバイス・システムの総合的な実証研究施設として建設した「スマート

未来ハウス」の開館式及び内覧会の開催（場所：米沢オフィス・アルカディア）を予定しておりま

す。是非ご参加申し込み・ご来場を頂きますよう、併せてご案内させて頂きます。 

１．１．１．１．「フロンティア有機システムイノベーション拠点「フロンティア有機システムイノベーション拠点「フロンティア有機システムイノベーション拠点「フロンティア有機システムイノベーション拠点」シンポジウム」シンポジウム」シンポジウム」シンポジウム開催概要開催概要開催概要開催概要    

■日時：2015年10月15日（木）13:00～16:40 

■会場：米沢市伝国の杜・置賜文化ホール 

■主催：国立大学法人山形大学 

■後援：国立研究開発法人科学技術振興機構、一般社団法人米沢工業会 

■内容：開会挨拶 山形大学 学長/小山 清人 

    来賓祝辞 東京 オリンピック競 技 大 会・東 京パラリンピック競 技 大 会 担 当大 臣/遠藤 利明氏 

    来賓祝辞 COIビジョン3 ビジョナリーリーダー/住川 雅晴氏（(株)日立製作所 顧問）  

    基調講演 COI STREAMガバニング委員会委員長/小宮山 宏氏((株)三菱総合研究所理事長) 

    拠点紹介 プロジェクトリーダー/三宅 徹 

（大日本印刷(株)研究開発センター長 兼 研究開発・事業化推進本部長） 

研究リーダー/大場 好弘（山形大学理事・副学長） 

    研究紹介 1) アンビエント快適空間創造  卓越研究教授/城戸 淳二 

2) 健康長寿自立ヘルスケア  卓越研究教授/時任 静士 

3) バイオマテリアル  特任教授  /田中 賢 

4) 未来ものづくり  教授    /伊藤 浩志 

5) 有機ICT  准教授   /横山 道央 

6) 社会システム研究  教授    /山口 昌樹 

    閉会挨拶 山形大学 工学部長/飯塚 博 

 

２．２．２．２．「スマート未来ハウス内覧会」「スマート未来ハウス内覧会」「スマート未来ハウス内覧会」「スマート未来ハウス内覧会」開催案内開催案内開催案内開催案内（（（（※※※※報道関係者様向けスケジュール）報道関係者様向けスケジュール）報道関係者様向けスケジュール）報道関係者様向けスケジュール）    

■日時：2015年10月15日（木）※8:45～9:40（報道関係者）、9:20～12:05（その他見学申込者） 

■会場：スマート未来ハウス（米沢オフィス・アルカディア） 

■内容：※ 8:45～8:50 受付（有機エレクトロニクスイノベーションセンター受付） 

 8:50～9:05 説明（有機エレクトロニクスイノベーションセンター会議室） 

 9:10～9:15 開館式（スマート未来ハウス正面） 

 9:15～9:40 内覧会（スマート未来ハウス） 

■申込：内覧会への参加をご希望の報道関係者様は、お手数ですが、会社名・氏名・人数・連絡先会社名・氏名・人数・連絡先会社名・氏名・人数・連絡先会社名・氏名・人数・連絡先    

（（（（EEEE----mailmailmailmail・電話・電話・電話・電話））））をご記入の上、以下までメールでの事前申込みメールでの事前申込みメールでの事前申込みメールでの事前申込みをお願い申し上げます。 

お問合せ/申込先： 山形大学COI研究推進機構 戦略支援部門長 高橋 辰宏（教授） 

E-mail: organic@yz.yamagata-u.ac.jp,  電話: 0238-26-3585 

                  URL: http://yucoi.yz.yamagata-u.ac.jp/ 
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（参考資料１） 

山形大学山形大学山形大学山形大学 COICOICOICOI 拠点拠点拠点拠点のののの概要概要概要概要    

【拠点名】フロンティア有機システムイノベーション拠点 

【ＵＲＬ】http://yucoi.yz.yamagata-u.ac.jp/ 

【研究開発期間】平成 25 年度～平成 33 年度（予定） 

（※平成 25 年度～平成 26 年度はトライアル課題として実施） 

【研究概要】「柔らかく人とモノと情報をつなげ、未来の心豊かで快適・健康な生活・社会を実

現する」ことを目標に、人と環境に優しい有機基盤技術と「印刷」によるデバイス

製造技術、デザイン思考及び ICT を融合、社会価値イノベーションによる革新的な

技術及びシステムを構築します。塗布型を特徴とする有機 EL（照明、ディスプレイ）、

有機トランジスタ（集積回路、生体センサ）、生体親和性材料などの実用化に向け

た研究開発を行い、それらの技術を利用したシステムの構築により、働く・暮らす

・学ぶ環境など、ＱＯＬの向上を図ります。また、地方生活者や高齢者・弱者へも

快適・健康で感性豊かな生活を提供することで、労働人口減少や経済・コミュニケ

ーションの問題を解決し、企業が再び元気になり人が活気溢れて生活できる社会を

実現します。 

【実施体制】・プロジェクトリーダー： 三宅 徹（大日本印刷（株）） 

・研究リーダー： 大場 好弘（山形大学） 

【参画機関】・中核機関：山形大学 

・参画機関：大日本印刷(株)、積水ハウス(株)、NEC ライティング(株)、 

パナソニック(株)、コニカミノルタ(株)、日本ゼオン(株)、 

(株)カネカ、三菱重工業(株)、Lumiotec(株)、 

(株)KEN OKUYAMA DESIGN、伊藤電子工業(株)、 

東レエンジニアリング(株)、ＪＳＲ(株) 、横河電機(株) 、 

サトーホールディングス(株)、DIC(株)、ソニー(株)、 

大塚化学(株)、(株)パイオラックスメディカルデバイス、 

住友ゴム工業(株)、日本電気(株) 、パラマウントベッド(株)、 

東北芸術工科大学、仙台高等専門学校、産業技術総合研究所 

【目 指すべき将 来の姿】 

 

【イメージ動 画 ＵＲＬ】 http://yucoi.yz.yamagata-u.ac.jp/imagemovie.html 
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（参考資料２） 

実証実験工房実証実験工房実証実験工房実証実験工房：：：：「「「「スマート未来ハウススマート未来ハウススマート未来ハウススマート未来ハウス」」」」    

【概要】米沢市アルカディアに第一世代有機システム実証実験工房として「スマート未来ハウス」

を建設しました。照明デザイン、建築、民生機器、人文社会、有機エレクトロニクス等、

多様な専門家が集まり、Quality of Life (QOL)を高める空間や、快適・健康で豊かな生

活を実現するために必要な技術の実証研究を行います。 

（文部科学省、地域資源等を活用した産学連携による国際科学イノベーション拠点整備事業） 

（文部科学省、科学技術振興機構、センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム） 

【建物写真】 

  

スマート未来ハウス外観 （写真：長岡信也（ m.AP））  

   

スマート未来ハウス内部（実証空間） 

 

【場所】米沢オフィス・アルカディア（有機エレクトロニクスイノベーションセンター向かい） 

 

 

以上 



主催／国立大学法人山形大学　　後援／国立研究開発法人科学技術振興機構 ・ 一般社団法人米沢工業会

お問い合わせ先：山形大学COI研究推進機構
　TEL／0238-26-3585　FAX／0238-26-3240　E-mail／organic@yz.yamagata-u.ac.jp
　H P／http://yucoi.yz.yamagata-u.ac.jp

◆お申込み方法 山形大学COIホームページからお申し込みください。

※上記URLからのお申し込みが出来ない方は、お電話にてご連絡ください。
http://yucoi.yz.yamagata-u.ac.jp/form/151015_1.cgi

※この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

↓携帯からの申込みはこちら

国立大学法人山形大学

『フロンティア有機システムイノベーション拠点』
シンポジウム

『フロンティア有機システムイノベーション拠点』
シンポジウム

日 時 平成２7年10月15日㈭
13：00～16：40

会 場
〒992-0052 山形県米沢市丸の内一丁目2番1号
TEL 0238-26-2666　FAX 0238-26-2660

（事前申込み必要）

時間：9:20-12:05　参加費：無料（定員100名）
会場：スマート未来ハウス （受付：有機エレクトロニクスイノベーションセンター ）
　　  米沢市アルカディア1丁目808-48　TEL0238-29-0566
時間：17:00-18:00　参加費：3,000円
会場：上杉城史苑　米沢市丸の内1丁目1-22　TEL0238-23-0700

交流会

内覧会

伝国の杜 置賜文化ホール
参加費 無 料

同日
開催

※内覧会は、事前に時間指定の予約が必要になります。
※定員（100名）になり次第、お申込みを締め切らせていただきますのでご了承ください。
※会場までの無料シャトルバスを運行します。（米沢駅西口→スマート未来ハウス→伝国の杜）

13:00～13:05
13:05～13:15
13:15～13:20
13:20～14:05
14:05～14:25

14:25～14:40
14:40～16:35

16:35～16:40

開会挨拶
来賓祝辞
来賓祝辞
基調講演
拠点紹介

休　　憩
研究紹介

閉会挨拶

山形大学 学長

東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会担当大臣

COI ビジョン3 ビジョナリーリーダー（㈱日立製作所 顧問）

COI STREAMガバニング委員会 委員長（㈱三菱総合研究所 理事長）

山形大学COIプロジェクトリーダー
（大日本印刷(株) 研究開発センター長 兼 研究開発・事業化推進本部長）

山形大学COI研究リーダー（山形大学 理事・副学長）

山形大学 工学部長

小山　清人
遠藤　利明氏（予定）
住川　雅晴氏
小宮山　宏氏
三宅　　徹
　　　　　　
大場　好弘

飯塚　　博

１）アンビエント快適空間創造　　 城戸　淳二　卓越研究教授
２）健康長寿自立ヘルスケア　　 時任　静士　卓越研究教授
３）バイオマテリアル　　　　　　  田中　　賢　特任教授
４）未来ものづくり　　　　　　　 伊藤　浩志　教　授
５）有機ICT　　　　　　　　　　横山　道央　准教授
６）社会システム研究　　　　　　 山口　昌樹　教　授

〈交通アクセス〉

※駐車場が大変混雑する恐れがあります。なるべく公共交通機関・タクシーをご利用ください。

◆伝国の杜／上杉城史苑…JR米沢駅から2㎞　上杉神社隣接
　［タクシーで約10分］［市民バス、米沢市街地循環上杉神社前下車］

◆有機エレクトロニクスイノベーションセンター…JR米沢駅から2㎞　［タクシーで約10分］

至喜多方

米沢市役所

イオン
米沢店

至山形

大沼

舟山病院

米沢工業
高校　

米沢
第七中

至福島

N

至
白
布

文

上杉神社

JR
米
沢
駅

R13

DENKOKU NO MORI
伝国の杜

上杉城史苑 有機エレクトロニクス
イノベーションセンター

センター･オブ･イノベーション（COI）プログラム

17:00～18:00　交流会

スマート未来ハウス

会場：上杉城史苑 （参加費 3,000円／名）会場：上杉城史苑 （参加費 3,000円／名）

９:20～12:05　スマート未来ハウス内覧会

13：00～16：40　シンポジウム 会場：米沢市伝国の杜 置賜文化ホール会場：米沢市伝国の杜 置賜文化ホール

会場：スマート未来ハウス（受付：有機エレクトロニクスイノベーションセンター）会場：スマート未来ハウス（受付：有機エレクトロニクスイノベーションセンター）

詳しくは山形大学COIホームページをご覧ください。
http://yucoi.yz.yamagata-u.ac.jp



 

 ププププ レ ス 発 表 資 料レ ス 発 表 資 料レ ス 発 表 資 料レ ス 発 表 資 料                 

 

                                                    平成２７年９月15日                                

山 形 大 学 

 

第 3回 分 野 横 断 型 国 際 スマート･システム会議 

「 SmaSys 2015SmaSys 2015SmaSys 2015SmaSys 2015」 を 開 催 し ま す  

    

1 0 月 8 日 （ 木 ） － 9 日 （ 金 ） の 日 程 で 、 第第第第 3333 回 分 野 横 断 型 国 際回 分 野 横 断 型 国 際回 分 野 横 断 型 国 際回 分 野 横 断 型 国 際 スマート・システムスマート・システムスマート・システムスマート・システム 会 議会 議会 議会 議

「「「「 SmaSy s  SmaSy s  SmaSy s  SmaSy s  2 0 1 5201520152015 」」」」 が山 形 大 学 工 学 部 ・米 沢 キ ャ ン パ ス 内 に て 開催し、「有機EL」「成 形加工 」「3D

プリンタ」をはじめ、多岐にわたる分野において第一線で活躍されている研究者が招待講演発表を行い

ます。会議はすべて英語で行い、博士課程教育リーディングプログラム「フレックス大学院」履修生（３期

生）を含む山形大学若手研究員・学生も英語での口頭発表が予定されています。 

国際国際国際国際 スマシス会議スマシス会議スマシス会議スマシス会議 HPHPHPHP：：：： http://smasys.yz.yamagata-u.ac.jp/2015/index.html 

１．１．１．１．    背背背背     景景景景     

平 成 24 年 度 採 択 事 業 ・ 博 士 課 程 教 育 リーディングプログラム「フロンティア有 機 材 料 システム創

成フレックス大学院」（通称、フレックス大学院 URL: http://ifront.yz.yamagata-u.ac.jp/）では、授業

の一 環 として、平 成 25年 より、毎 年 １回 国 際 ス マ シ ス 会 議 を米 沢 市 で開催 し、フレックス大 学 院 履 修

生 に英 語 口 頭 発 表 を経 験 する機 会 が設 けられおり、今 年 で第 ３回 目 となります。また、フレックス大 学

院以外の山形大学若手研究員や学生も発表参加が可能です。本会 議 の特長を下記にまとめます。 

（１） 多分野からの研究者を招待し、広い専門分野の先端研究に触れることができる。 

（２） フレックス大 学 院 履 修 生（１年 次 生 ）を含 む山 形 大 学 若 手 研 究 員 ・学 生 が、米 沢 市 に居 ながら、

無料で国際会 議 での英語・口頭発表を経験できる。 

（３） 査読付き英文学術雑誌の特集号「SmaSys 2015」に投稿できる。 

本会議では、米国・ペンシルベニア州立大/サンディエゴ州立大、ルーマニアの研究機関、中国・北

京 航 空 航 天 大 /四 川 大 等、世界各国から精力的に活躍する研究者を招待します。 

過 去 の開催 実 績 ：過 去 の開催 実 績 ：過 去 の開催 実 績 ：過 去 の開催 実 績 ：    

第 １回 国 際 スマシス会 議 「 SmaSy s  2 01 3SmaSy s  2 01 3SmaSy s  2 01 3SmaSy s  2 01 3」  

日 時 ：平 成 25年 7月 11-12日  

場 所 ：米 沢 市 上 杉 博 物 館 ・置 賜 文 化 ホール（伝 国 の杜 ） 

参 加 人 数 ：約 80名  

第 2回 国 際 スマシス会 議 「 SmaSy s  2 01 4SmaSy s  2 01 4SmaSy s  2 01 4SmaSy s  2 01 4」  

日 時 ：平 成 26年 10月 15-17日  

場 所 ：米 沢 市 上 杉 博 物 館 ・置 賜 文 化 ホール（伝 国 の杜 ） 

参 加 人 数 ：152名  



 

2222．．．．第第第第 3333回回回回 国際国際国際国際 スマシススマシススマシススマシス会議会議会議会議 の概要の概要の概要の概要     

日 時 ：日 時 ：日 時 ：日 時 ：2015年 10月 8日 （木 ）－9日 （金 ） 

会 場 ：会 場 ：会 場 ：会 場 ：工 学 部 米 沢 キャンパス・百 周 年 記 念 館 ・１階 セミナーホール 

主 催 ：主 催 ：主 催 ：主 催 ：博士課程教育リーディングプログラム「フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院」 

共 催 ：共 催 ：共 催 ：共 催 ：国際事業化研究センター 

協 賛 ：協 賛 ：協 賛 ：協 賛 ：おいしい山 形 を届 けるパッケージ材 料 拠 点 (TASTY )・ライフ-3Dプリンタ創 成 センター

(LP IC ) ・ソフト＆ウェットマター工 学 研 究 室 (SWE L )他  

講 演 ：講 演 ：講 演 ：講 演 ：基 調 講 演 （50分 ）：  

  馬 渕  清 資 氏  （北 里 大 学 ） 

ビッジェー バーラダン氏  (米 国 ・ペンシルバニア州 立 大 学 ) 

招 待 講 演 （30分 ）：   

相 澤  直 矢 氏  (九 州 大 学 ) 

土 井  正 男 氏  (中 国 ・北 京 航 空 航 天 大 学 ) 

サム キャセグン氏  (米 国 ・サンディエゴ州 立 大 学 ) 

髙 坂  泰 弘 氏  (信 州 大 学 ) 

馬  利 建 氏  (中 国 ・四 川 大 学 ) 

中 野  健 氏  (横 浜 国 立 大 学 ) 

ララカー バン ステーデン氏  (ルーマニア・電 気 化 学 /物 性 物 理 学 国 立 研 究 所 ) 

      一 般 講 演 （10分 ）：  

学 内 の若 手 研 究 員 、学 生  （発 表 受 付 終 了 ） 

分 野 ：分 野 ：分 野 ：分 野 ：理 工 学 全 般  

言 語 ：言 語 ：言 語 ：言 語 ：英 語 使 用  

参 加 費 ：参 加 費 ：参 加 費 ：参 加 費 ：無 料  (ただし8日 夕 方 の懇 親 会 は有 料 です。会 場 が満 席 に なった場 合 は会 場 に

入 れ ないことがあります。)  

事 前事 前事 前事 前 参 加 登 録 ：参 加 登 録 ：参 加 登 録 ：参 加 登 録 ：９月 20日 （日 ）締 切 （下記HPよりお申し込みください） 

国 際 スマシス会 議 ・登 録国 際 スマシス会 議 ・登 録国 際 スマシス会 議 ・登 録国 際 スマシス会 議 ・登 録 専 用専 用専 用専 用 HPHPHPHP ：：：：  

h t t p : / / sma s y s . y z . y amag a t a -u . a c . j p / 2 015/ r e g i s t r a t i o n . h tm l  

 

 

 

本件に関するお問い合わせ 

 有機デバイス工学専攻准教授 

                東原 知哉 

電話：０２３８（２６）３８４５ 



プレスプレスプレスプレス発表発表発表発表資料資料資料資料    

 

                               平 成 27年 ９ 月 15日                 

山 形 大 学 

 

「ドキュメンタリーに見る 現代台湾の光と影 映像は語る」を開催 

山形大学人文学部映像文化研究所と台湾文化部は、10月9日～11日に遊学館に

おいて「ドキュメンタリーに見る現在台湾の光と影 映像は語る」を開催します。 

 

山形国際ドキュメンタリー映画祭開催中に、人文学部の附属映像文化研究所

は、台湾文化部との共同主催で、台湾映画に関する企画を実施するはこびとな

りました。日本においては類例のない画期的な企画となります。 

13,000本にも及ぶ映画祭のライブラリー収蔵作品について、人文学部はこれ

までも調査と研究を行い、山形市のユネスコ「創造都市ネットワーク」加盟申

請にも貢献してきました。 

映像文化研究所はこうした活動を継続する中で、台湾ドキュメンタリー珠玉

の作品をまとめて上映するとともに、7名の台湾の代表的映画監督と研究者をお

招きすることになりました。香港と日本の研究者も加わり、シンポジウム、講

演、監督とのトークを実施します。本企画の内容は、後日、学術書として出版

する予定です。 

概要は以下の通りです。 

 

日時：2015年10月9日（金）～10月11日（日） 

（山形国際ドキュメンタリー映画祭は10.8-15） 

会場：遊学館（山形県生涯学習センター）山形市緑町1丁目2-36 

※入場無料 

内容：3日間で11の映画を上映し、4作については「監督トーク」も行われま

す。なお、最終日には「講演＆シンポジウム：ドキュメンタリーに見る現

代台湾の光と影」があります。 

※プログラム等の詳細は別添資料をご覧ください。 

 

（お問い合わせ先） 

人文学部附属映像文化研究所 

「2015 台湾ドキュメンタリー特集」運営委員会 

Tel：０２３－６２８－４２０３ 

Mail：yu.tw.gilm@gmail.com 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２７年９月１５日                 

山 形 大 学 

 

第第第第49494949回八峰祭開催！回八峰祭開催！回八峰祭開催！回八峰祭開催！    

山形大学の大学祭、第49回八峰祭（やつみねさい）を10月24日(土)、25日(日)

に開催します。今年のテーマは『錦秋の候～命短し恋せよ学生～』です。学内を

彩る美しいイチョウの中、学業にも恋にも、大学祭にも一生懸命な学生の姿をお

見せします。 

 

今年度の八峰祭は、1年生から4年生まで総勢約80名の実行委員が企画・運営に励んでい

ます。様々な企画をご用意し、八峰祭当日は、来場者の皆様に最高の笑顔を届けます。 

  

八峰祭には見どころがたくさん！八峰祭には見どころがたくさん！八峰祭には見どころがたくさん！八峰祭には見どころがたくさん！イチオシの企画をご紹介します！     

●ミスター＆ミス山大コンテスト2015 ～カリスマがありあまる／華の極み乙女。～ 

今年のミスター＆ミスコンは、スカウト制をとりいれました！実行委員によるスカウトに

よって集められた美男美女たちが出場します。 

●八峰ハロウィンパーティー 

今年の八峰祭はハロウィン一週間前ということで、ハロウィンパーティーを企画していま

す。今年度の八峰祭はハロウィンも楽しめます！ 

●ヤツミッケ 

総合案内所で手に入れた情報をもとに、あるコスプレをした八峰祭実行委員会を見つける

とシールが貰えます。シールを集めるとBINGO大会で特典があります。 

●八峰BINGO大会 

今年は両日BINGO大会を開催します！ 

参加は無料！ハロウィンの仮装をしている人とヤツミッケ参加者は有利になるかも…！？ 

 

ここでご紹介したものは、催し物の一部です。他にも山形大学のサークルによる飲食ブ

ース、アーティストライブなど見どころがたくさんあります！  

10月24日（土）・25日（日）、小白川キャンパスにてお待ちしております。  

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

第49回八峰祭実行委員会 

代表 室橋 子龍 

Mail info@yatsuminefestival.com 
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プレス発表資料プレス発表資料プレス発表資料プレス発表資料                 

 

                               平成２７年９月１５日                 

山 形 大 学 

地域で活躍する学生サークル紹介 ～Accel Link 米沢～ 

「地域創生」をビジョンの1つとする山形大学では、学生サークルが地域で

様々な活躍をしています。今回は、「Accel Link 米沢」をご紹介します。 

【「Accel Link 米沢（通称ALY）」とは？】 

 山形大学工学部、米沢栄養大学及び米沢女子短期大学の学生有志で構成する

山形大学公認サークルです。米沢市の「なせばなる秋まつり」において、「棒

杭市」、「今に伝わる伝統市」、「昔遊びコーナー」の企画・運営を行ってい

るほか、米沢を元気にするために様々な活動を行っています。 

 

 □部  員：87名（男39人 女48人） 

M2 2人 M1 5人 B4 11人  

B3 12人 B2 18人 B1 39人 

 □代  表：山本幸平（工学部3年） 

□活動理念： １．地域とともに成長していく 

       ２．楽しみを共有する 

       ３．米沢をプロデュースする 

□ALYの歴史： 

2011 年 6 月 米沢市役所の呼びかけにより「棒杭市学生プロジェクト」

として発足 

2011 年 9 月 「なせばなる秋まつり」のイベントの一つとして「棒杭市

2011+昔遊び」開催 

2012 年 6 月 学生団体「Accel Link 米沢」に改名 

2012 年 9 月 「なせばなる秋まつり」のイベントとして前年に加えて伝

統市の開催 

2014 年   山形大学・米沢栄養大学・米沢女子短期大学にて公認サー

クルとして認可 



2 

 

（お問い合わせ先） 

工学部学務課学生支援担当 

電話：０２３８－２６－３０１７ 

□主な活動実績 

１．「なせばなる秋まつり」以外の地域イベントへの参加（2015年） 

1月 小野川温泉かまくら村つくり（東京森ゼミと合同） 

2月 上杉雪灯籠まつりでブース出店（オリジナルキャンドルつくり） 

5月 米沢の良さを知るバスツアー スタッフガイド 

7月 小野川温泉ほたるまつり スタッフ・ブース出店 

8月 おしょうしなフェスタ ブース出店 

8月 ふらまち2015 露点出店 

２．ボランティア活動（不定期） 

 雪かき、防災キャンプ、学習支援（中高生）、被災者支援イベント 等 

□受賞歴 ： 米沢工業会賞2013～2015 

□活動して良かったこと 

 ・なにより米沢に貢献できる！ 

 ・様々な年代の方と交流できる。 

 ・他大学生と交流できる。 

□活動上の課題 

・部室がない！ 

・急に部員が増えたため半分以上が1，2年生で運営上上級生の負担が増大。 

・様々な活動を行いたいが人手不足。 

□「なせばなる秋祭り2015」に向けての抱負 

 今年度は昨年度よりもさらにメンバーを増し、市内の様々なイベントに参加

させていただきました。私たちの活動のメインとも言える『なせばなる秋まつ

り』ではより一層、棒杭市や伝統市、昔遊びなどを通して、米沢の美しく誇り

高い精神をいまの世に広く伝えていくとと

もに、いまを生きる私たち学生の力で米沢

を盛り上げていきたいと思います。 

  



2015年9月
26日27日
〈10：00～17：00〉〈10：00～16：00〉

主催／米沢四季のまつり委員会
主管／なせばなる秋まつり実行委員会 TEL.0238-22-9607 米沢観光Navi米沢観光Navi サイト 米沢観光Navi Facebook

松が岬公園・伝国の杜周辺

時
を
越
え
、
今
な
お
受
け
継
ぐ

伝
統
の
味
・
技
・
心

第４回

なせばなる秋まつりなせばなる秋まつり公式サイト

羽越本線米沢時代行列

草木塔祭・飯豊山登拝出発式

米沢敬師のこころライトアップコンサート

棒杭市・昔遊び体験

今に伝わる伝統市

米沢どん丼まつり・うまいもの市

ステージイベント

益子陶器市inよねざわ

米沢時代行列

草木塔祭・飯豊山登拝出発式

米沢敬師のこころライトアップコンサート

棒杭市・昔遊び体験

今に伝わる伝統市

米沢どん丼まつり・うまいもの市

ステージイベント

益子陶器市inよねざわ

主な見どころ



お願い

※内容等は変更になる場合があります。

9/26 13:00～

10:30
　～15:00

場所／羽黒神社
（市内山上地区）

9/26
16:30～19:00

・9/27

シャトルバス（有料）または
公共交通機関をご利用ください。

【シャトルバス料金（片道）】

シャトルバスご利用の方には特別特典あり!

大人（中学生以上）100円　小学生 50円（幼児無料）

杭いち市
26 ・9/27

/26 12:00～

・9/27

26 ・9/27

ろ
こ
こ
の
師
敬
沢
米

第４回 主な見どころ

9/26 ・9/27 　場所／松が岬公園、伝国の杜周辺

関連イベント

草木塔は、人々が草や樹木に宿る命を供養するために建てた碑で、米沢発祥の文化
を表しています。数多く残る草木塔を改めて見直し、生命の尊さを考えてみましょ
う。また、飯豊山への山岳信仰や伝統的な庶民の暮らしを後世に伝えていきます。

上杉鷹山が奨励し今に伝わる米沢の伝統工芸、米沢織・笹野一刀彫り・
米沢焼。それらの展示・体験・販売市を行います。米沢に根付く伝統産業
を通して古の時代に想いを馳せてみませんか。

〈新幹線ご利用の方〉

交通アクセス

■東京方面からお越しの方

〈高速道路・一般道ご利用の方〉 〈高速バスご利用の方〉
■東京方面からお越しの方 ■仙台方面からお越しの方

（仙台駅東口→
上杉神社前停留所まで）
【高速バスに関するお問い合わせ】
山交バス米沢営業所　TEL.0238-22-3392
JRバス東北（株）　　　TEL.022-256-6646

■東京方面からお越しの方
（浜松町バスターミナル・
東京駅八重洲通り→
米沢駅東口まで）
【高速バスに関するお問い合わせ】
東北急行バス　TEL.03-3529-0321

■仙台方面からお越しの方

■会津若松からお越しの方

■新潟からお越しの方

■仙台方面からお越しの方（福島で乗り換え）

■新庄方面からお越しの方
・

なせばなる秋まつり実行委員会
TEL.0238-22-9607

荒川胎内

お問い合せ／お問い合せ／

9/

米沢ゆかりの偉人たちが現代に登場

棒ぼっくい

9/

鷹山の時代から続く伝統の無人販売

9

9/

米沢の伝統工芸の展示・体験・販売

9/

自然を大切にする心を今に伝える

草や樹木の
命に感謝する

様々な歴史の舞台に登場した米沢の偉人や米沢
ゆかりの人物による時代行列が練り歩きます。
米沢の歴史文化と浪漫を感じとってください。

ダンスや歌、ご当地ヒーローや
アイドルまで、市内を中心に活躍
する皆さんがステージイベント
でまつりを盛り上げます！

上杉鷹山の時代、庶民が杭などに紐をつるしその中に商
品を入れて販売していた棒杭市を再現します。貧しくとも
盗みを働くものがいない、人を信じる心を受け継ぎます。

米沢牛丼、ステーキ丼などの地元オリジナル
丼、米沢風芋煮など置賜近隣の美味しい物が
集結します。様々な特産品なども販売します。

2626

米沢観光Navi米沢観光Navi サイト 米沢観光Navi Facebook

なせばなる秋まつりなせばなる秋まつり公式サイト

ステージイベント 米沢どん丼まつり
　　 ・うまいもの市
米沢どん丼まつり
　　 ・うまいもの市
米沢どん丼まつり
　　 ・うまいもの市
米沢どん丼まつり
　　 ・うまいもの市

第25回 鷹山公
シンポジウム

第10回
伴淳映画祭

8/30 9/27 9/27会場／
伝国の杜

会場／
伝国の杜

会場／
米沢卸売団地
    ・特設会場時間／13:00～ 時間／9:00～開演／10:00 開場／9:30

第
13
回 米沢卸売
団地まつり

飯豊山登拝出発式
草木塔祭・

飯豊山登拝出発式
草木塔祭・

飯豊山登拝出発式
草木塔祭・

配役参加者募集中！
詳しくは

まつり公式ホームページを
ご覧ください。



 

 

 

プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料               （概（概（概（概    要）要）要）要） 

                  

平成２７年９月１５日 

山 形 大 学 

    

１１１１．．．．平成２８年度平成２８年度平成２８年度平成２８年度    山形大学「推薦入試学生募集要項」及び「社会人入試学生募集要項」を公表しま山形大学「推薦入試学生募集要項」及び「社会人入試学生募集要項」を公表しま山形大学「推薦入試学生募集要項」及び「社会人入試学生募集要項」を公表しま山形大学「推薦入試学生募集要項」及び「社会人入試学生募集要項」を公表しま

すすすす    

   「平成２７年度入学者選抜との主な変更点」、「入学者選抜実施教科・科目等の主な変更点」、「選

抜日程」、「募集要項等の入手方法について」公表します。 

詳細は別紙通知をご覧ください。 

    

２２２２．．．．地域教育文化学部ホームカミン地域教育文化学部ホームカミン地域教育文化学部ホームカミン地域教育文化学部ホームカミング（資料パネル展示会）を開催しますグ（資料パネル展示会）を開催しますグ（資料パネル展示会）を開催しますグ（資料パネル展示会）を開催します    

 ◇日時：平成 27 年 10 月 12 日（月）10:00-14:00 

 ◇会場：山形国際ホテル（同窓会記念式典会場ロビーでの同時開催となります） 

 ◇内容：パネル展示（学部概要、山形新聞コラム「地域×学び」、研究紹介ポスター等） 

     資料展示 

  詳細は別紙チラシをご覧ください。 

    

３３３３．．．．科学で東北を盛り上げ隊！＠石巻の開催科学で東北を盛り上げ隊！＠石巻の開催科学で東北を盛り上げ隊！＠石巻の開催科学で東北を盛り上げ隊！＠石巻の開催    

    ◇日時：平成 27 年 10 月 4 日（月）10:00-15:00 

   ◇会場：イオンモール石巻 

詳細は別紙チラシをご覧ください。 

 

４４４４．．．．平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度    山形大学農学部農学紹介講座「農学の夕べ」山形大学農学部農学紹介講座「農学の夕べ」山形大学農学部農学紹介講座「農学の夕べ」山形大学農学部農学紹介講座「農学の夕べ」    

 ◇日 時：平成27年10月1日（木）～11月26日（木）午後6時～7時30分 全５回 

◇会 場：山形大学農学部講義室（鶴岡市若葉町1-23） 

◇受講料：無料（申込不要） 

◇お問い合わせ：山形大学農学部企画広報室 TEL:0235-28-2803 

 詳細は別紙チラシをご覧ください。 

 

５５５５．．．．山形大学農場フェスティバルを開催します山形大学農場フェスティバルを開催します山形大学農場フェスティバルを開催します山形大学農場フェスティバルを開催します    

  ◇開催日時：平成27年10月3日（土）10:00-15:30 

 ◇場  所：山形大学農学部高坂農場 入場無料 ご飯無料 

詳細は別紙チラシをご覧ください。 

 

 

 

以上 



 

                                  

プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料    

 

平成２７年９月１５日                 

山 形 大 学 

 

平成２８年度山形大学「推薦入試学生募集要項」及び「社会

人入試学生募集要項」を公表します  

 

 

１１１１    平成２７年度入学者選抜との主な変更点平成２７年度入学者選抜との主な変更点平成２７年度入学者選抜との主な変更点平成２７年度入学者選抜との主な変更点    

募集人員の変更募集人員の変更募集人員の変更募集人員の変更 

 （１）学部における選抜試験ごとの募集人員の変更 

    地域教育文化学部地域教育文化学科児童教育コース 

推薦入試Ⅰ    １人減（昨年度  １３人 →  １２人） 

 （２）大学全体における選抜試験ごとの募集人員の変更 

     推薦入試Ⅰ    １人減（昨年度 ２５７人 → ２５６人） 

 

２２２２    入学者選抜実施教科・科目等の主な変更点入学者選抜実施教科・科目等の主な変更点入学者選抜実施教科・科目等の主な変更点入学者選抜実施教科・科目等の主な変更点    

○  大学 入 試セ ンター 試 験に お いて ，平成 ２ ８年 度 大学 入試セ ン ター 試 験か ら出題 し な

い こ と とし た 数学 の「 工 業 数理 基 礎」 につ い て は， 平 成２ ８年 度 大 学入 試 セン ター

試験に限り，旧教育課程履修者の出題科目として出題することとなりました。 

つ い て は ， 「工 業 数理 基 礎 」 の 経過 措 置を 講 ず る 工 学部 で は「 推 薦 入 試 学生 募集要

項」に留意事項を記載しました。 

 

○ 出願要件の変更 

    地域教育文化学部地域教育文化学科児童教育コース 

     推薦入試Ⅰ（学校長が推薦できる人数） 

      変更前：１校につき３人以内 

       ↓ 

変更後：「(２)次の①又は②のいずれかに該当し，… 

① 調査書の全体の評定平均値が４．０以上に属するもので，人 

物及び学力ともに優秀な者。…１校につき１人とします。 

② 調査書の平均値が３．５以上に属する者で，人物及び学力と

もに優秀で，数学及び理科について，数学Ⅲ，物理，化学，生

物及び地学（理数科にあっては，理数数学Ⅱ，理数物理，理数

化学，理数生物及び理数地学）の科目の中から２科目以上を履

修 し た 者 又 は 履 修 見 込 み の 者 。 … １ 校 に つ き ２ 人 以 内 と し ま

す。」 

 

    ※ 学校 長が推 薦で きる 人数 につい て， 要件 （２ ）の① と② とに おい てそれ ぞれ 制 限

を設けます。 

    



 

３３３３    選抜日程選抜日程選抜日程選抜日程 

推薦入試Ⅰ 

出願期間 平成２７年１１月 ２日（月）～１１月 ５日（木） 

選抜期日 

平成２７年１１月１４日（土）～１１月１９日（木） 

の間に実施 

合格発表 平成２７年１１月２７日（金） 

推薦入試Ⅱ 

出願期間 

理学部 平成２８年 １月１８日（月）～ １月２１日（木） 

医学部 平成２７年１１月 ２日（月）～１１月 ５日（木） 

工学部 平成２８年 １月１８日（月）～ １月２２日（金） 

選抜期日 

理学部 平成２８年 １月３０日（土） 

医学部 平成２７年１１月１８日（水） 

工学部 平成２８年 １月３０日（土） 

合格発表 平成２８年 ２月 ８日（月） 

社会人入試 

出願期間 

人文学部 平成２７年１０月１９日（月）～１０月２１日（水） 

地域教育

文化学部 

平成２７年１１月 ２日（月）～１１月 ５日（木） 

工学部 平成２７年１０月２０日（火）～１０月２２日（木） 

選抜期日 

人文学部 平成２７年１１月 ７日（土） 

地域教育

文化学部 

平成２７年１１月１８日（水） 

工学部 平成２７年１１月１４日（土） 

合格発表 平成２７年１１月２７日（金） 

 

４４４４    募集募集募集募集要項要項要項要項等の入手等の入手等の入手等の入手方法について方法について方法について方法について 

  「推薦入試学生募集要項」は，山形大学のホームページ（パソコン，スマートフォン，携

帯電話）から請求いただけます。また，山形大学小白川キャンパス内のインフォメーション

センターあるいは各学部入試担当窓口でも配布しております。 

  なお，「社会人入試学生募集要項」は，冊子体を作成しておりませんので，山形大学のホ

ームページ（http://www.yamagata-u.ac.jp/index-j.html）「入学案内」「入学者選抜要

項・学生募集要項」の「平成２８年度社会人入試学生募集要項」から直接ダウンロードして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問（お問（お問（お問いいいい合合合合わわわわせ先）せ先）せ先）せ先）    

ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ・・・・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部入試課ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部入試課ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部入試課ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部入試課    

前田・豊田前田・豊田前田・豊田前田・豊田    

電話電話電話電話    023(628)4141023(628)4141023(628)4141023(628)4141    



山形大学地域教育文化学部ホームカミング 

資料パネル展示会 
 

日時：平成２７年１０月１２日（月）10:00～14:00 

場所：山形国際ホテル 3 階ロビー 

内容： 

 

 

同窓会記念式典会場のロビーでの 

同時開催となります。 

 

 

 

お問い合わせ先 

山形大学地域教育文化学部事務室 

電話：０２３－６２８－４３０４ 

E-mail：

kyosoumu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

http://www.e.yamagata-u.ac.jp/ 

パネル展示 

◆学部概要 

◆山形新聞コラム「地域×学び」 

◆研究紹介ポスター 

◆学生・教育 

◆男女共同参画推進パネル展 

 

資料展示 

 

 

 





●●●●第第第第１１１１回回回回 １０１０１０１０／／／／１１１１（（（（木木木木）））） 【会場：２０２講義室 】

「「「「稲稲稲稲（（（（おおおお米米米米））））とととと家畜家畜家畜家畜のののの関関関関わりわりわりわり」」」」
安全農産物生産学コース 教授 浦川 修司

●●●●第第第第２２２２回回回回 １０１０１０１０／／／／１５１５１５１５（（（（木木木木）））） 【会場： ３０２講義室】

「「「「化学化学化学化学のののの目目目目でででで見見見見るるるる植物植物植物植物とととと昆虫昆虫昆虫昆虫のののの相互作用相互作用相互作用相互作用」」」」
植物機能開発学コース 助教 網干 貴子

●●●●第第第第３３３３回回回回 １０１０１０１０／／／／２９２９２９２９（（（（木木木木）））） 【会場：３０２講義室 】

「「「「ついについについについに来来来来たたたた！！！！10年年年年ぶりのブナぶりのブナぶりのブナぶりのブナ大豊作大豊作大豊作大豊作－－－－
どうどうどうどう予測予測予測予測したのかしたのかしたのかしたのか、、、、どのようにどのようにどのようにどのように楽楽楽楽しむのかしむのかしむのかしむのか、、、、
そのそのそのその時時時時クマはクマはクマはクマは？－」？－」？－」？－」

森林科学コース 教授 小山 浩正

●●●●第第第第４４４４回回回回 １１１１１１１１／／／／１２１２１２１２（（（（木木木木）））） 【会場：３０２講義室 】

「「「「すべてのすべてのすべてのすべての陸上植物陸上植物陸上植物陸上植物にににに共通共通共通共通のののの地上地上地上地上/根根根根のののの
エネルギーバランスエネルギーバランスエネルギーバランスエネルギーバランス」」」」

森林科学コース 教授 森 茂太

●●●●第第第第５５５５回回回回 １１１１１１１１／／／／２６２６２６２６（（（（木木木木）））） 【会場： ２０２講義室】

「「「「どこでどこでどこでどこで山菜取山菜取山菜取山菜取りをしますかりをしますかりをしますかりをしますか？：？：？：？：山林山林山林山林のののの
権利権利権利権利のののの歴史歴史歴史歴史」」」」

森林科学コース 准教授 林 雅秀

≪お問い合わせ≫ 山形大学農学部企画広報室
TEL :0235TEL :0235TEL :0235TEL :0235 (28) (28) (28) (28) 2803   E2803   E2803   E2803   E----mail :nosenken@jm.kj.yamagatamail :nosenken@jm.kj.yamagatamail :nosenken@jm.kj.yamagatamail :nosenken@jm.kj.yamagata----u.ac.jpu.ac.jpu.ac.jpu.ac.jp

現代の農学の対象は、食育、有機農業、バイオテクノロジー、環境問題など非常に幅広くなっ

ています。そんな農学を広く皆さんに知っていただきたいと考え、企画しました。

事前申し込みは不要です。興味のあるテーマがございましたら、ぜひお気軽にお越しください。

日時：平成２７年１０月１日(木)～１１月２６日(木)
午後６時～７時３０分 全５回

会場：山形大学農学部講義室（鶴岡市若葉町1-23）
受講料：無料（申込不要）

3号館3階302

または

2階202講義室



開講日 講義テーマと概要 担当教員

第１回

　10月1日(木)

202講義室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    「「「「稲稲稲稲（（（（おおおお米米米米））））とととと家畜家畜家畜家畜のののの関関関関わりわりわりわり」」」」

　　　　日本では、昔からお米を収穫した後の稲ワラが利用されてきまし

た。しかし、日本人の食文化の変化や人口減少にともない、米の消

費が減少し、米価が下落しています。そこで、現在、日本では稲ワ

ラだけでなく、水田の機能を維持したまま、家畜のエサを増産する

ことを目的に、稲の飼料化が進められています。ここでは、稲の籾

とワラを同時に収穫して家畜飼料として利用する方法や籾（玄米）

をそのまま家畜に利用する方法などを紹介しながら、日本の水田と

家畜の関わり方について考えます。

浦川　修司

（安全農産物生産学コース）

第２回

 10月15日 (木)

302講義室

　　　　　　　　　　　　　　　　    「「「「化学化学化学化学のののの目目目目でででで見見見見るるるる植物植物植物植物とととと昆虫昆虫昆虫昆虫のののの相互作用相互作用相互作用相互作用」」」」
    
　　　　地球上の生物種の70％を占める植物と昆虫は、食べたり、食べら

れたり、お互いを利用したりと多様な関係性を持っています。草食

性の昆虫に対する植物の防御反応や昆虫の行動に影響を与えるフェ

ロモンなど、様々な生物の間で利用されている化学物質について紹

介します。

網干　貴子

（植物機能開発学コー

ス）

第３回

　10月29日 (木)

302講義室

    「「「「ついについについについに来来来来たたたた！10！10！10！10年年年年ぶりのブナぶりのブナぶりのブナぶりのブナ大豊作大豊作大豊作大豊作－－－－どうどうどうどう予測予測予測予測したのかしたのかしたのかしたのか、、、、
　　　　どのようにどのようにどのようにどのように楽楽楽楽しむのかしむのかしむのかしむのか、、、、そのそのそのその時時時時クマはクマはクマはクマは？－」？－」？－」？－」
    
    気付いていました？あの「つや姫」が発売された時のパンフレット

にはブナの森が背景に映っていました・・・なぜ？

　綺麗な環境が育んだからこそ安全・安心で美味しいのです。そん

な庄内のブナ林が10年ぶりに大豊作になると予測され、本当にそう

なりました。なぜ分かるのか？豊作だと何が起きるのか？何が出来

るのか？ブナの生き様を紹介しながら考えます。

小山　浩正

（森林科学コース）

第４回

　11月12日(木)

302講義室

「「「「すべてのすべてのすべてのすべての陸上植物陸上植物陸上植物陸上植物にににに共通共通共通共通のののの地上/根地上/根地上/根地上/根のエネルギーバランスのエネルギーバランスのエネルギーバランスのエネルギーバランス」」」」
    

　　　　水中から進化した柔らかな植物は陸上のジレンマ「CO2は欲しい

が、水は失いたくない」に出会います。しかし、根を獲得した植物

はついに100ｍの巨木になり、地球環境を支配します。植物たちは巨

大化に伴い「吸水する根」へのエネルギー配分を変化させるので

す。ここに全陸上植物が陸域で生き残るための共通ルールが隠され

ているのです。

森　 茂太

（森林科学コース）

第５回

　11月26日(木)

202講義室

　 　 　 　 「「「「どこでどこでどこでどこで山菜取山菜取山菜取山菜取りをしますかりをしますかりをしますかりをしますか？：？：？：？：山林山林山林山林のののの権利権利権利権利のののの歴史歴史歴史歴史」」」」
　　　　
　　　　私たちはどこの山での山菜取りが許されるのでしょうか。

実はこの問いに簡単な答えはなく、地域ごとの慣習によって定めら

れているといっても過言ではありません。法律などの公式の制度に

よってではなく、昔からの慣習が生きている理由を、山林に対する

人々の権利の歴史をさかのぼることで説明したいと思います。

林　 雅秀

（森林科学コース）








